第1号議案：２０１８年度事業報告
基本理念「この地球に住むすべての人々が人間として尊重され、自立し、良い環境の中で平和に暮らしていけることを願っています。」
この１年、世界のあちらこちらで自然災害が起こり甚大な被害が出たり、紛争やテロにより多くのけが人が出たり人命が失われ、解決の方向がなかなかみえない状況が依然続いています。このような中、アーシアンとして今できる役割と意義を確認し事業を進めました。
Ⅰ.交流支援事業

パキスタン、ラオスへの支援を行いました。アルカイールアカデミーの縫製工房のサルマさんを招日できたこと、NPO日本国際ボランティアセンター（JVC）のスタディツアーに参加できたことで、交流支援事業を一歩進めることができました。

１）パキスタン
アルカイールアカデミー職業訓練所支援
・縫製科が、子どもたちにとって安全で楽しく学ぶ場所となるよう、縫製科の運営費を支援
しました。2017年度までの支援金では、物価の上昇などにより不足金が生じたため、2017
年度の不足分１０万円と、2018年度分３６万円を渡しました。2018年度末には、アーシ
アンショップ柏から３７，０００円の支援金がありました。
・７月にはNPO法人日本ファイバーリサイクル連帯協議会（ＪＦＳＡ）の協力により、アル
カイールアカデミーの縫製工房の責任者サルマさんを招日しました。アーシアンショップ
柏で交流会を開き、パキスタンの状況や学校の子どもたちの様子を伝えることができました。
・ＪＦＳＡと共同で進めている縫製工房の商品開発について、サルマさんと直接話をし、手
織り布のギャルソンエプロンを製作、販売しました。
・縫製科の子どもたちにとって工房の仕事が将来の職業の選択肢となるよう、また工房が安
定した仕事ができるよう、スラム地区にある機織り工房の手織り布で商品開発を進めてい
ます。
2） ラオス
「サワンナケート県農村部土地と自然資源の持続的な利用・管理支援プロジェクト」（ＪＶＣ）支援
・４月に行政の活動許可がおり、新しいプロジェクトがスタートしました。９月と2019年３
月には一時帰国した現地職員から、事業の報告を受けました。
・１１月に2名の理事が、ＪＶＣのスタディツアーに参加しラオスを訪問しました。サワン
ナケート県の様子やＪＶＣが活動を行なっている村でのワークショップを見ることができました。1月にラオス報告会をおこない、ＪＶＣの事業や村人たちの様子について伝えました。
・ＪＶＣ国際協力カレンダーの販売に取り組みました。生活クラブ生協虹の街（生活クラブ）
千葉カタログでの取り組み部数が2017年度より増加し、収益金は８２，４４３円となり
支援金としました。

3） その他
・販売事業と協力し交流支援事業に取り組み、アーシアンの事業を伝えました。
・イベントに参加し、フェアトレードを通じて支援に取り組んでいる他団体との交流をおこな
いました。
Ⅱ.販売事業
１）アーシアンショップ柏

地域に開かれたフェアトレードショップとしての活動を継続しました。その中で新たな出会いや交流も生まれ、フェアトレードやアーシアンの活動を伝えることができました。
・活動を伝えるイベントを4回（6月ヘナ講習会、7月パキスタンデイ、9月ワンデイカフェ
12月風の村流山「から風流」アーシアンデイ）行いました。
特にパキスタンデイと「から風流」アーシアンデイは初めての試みでしたが、多くの方に
参加していただくことができました。また周年行事として行ったワンデイカフェではアルカ
イールアカデミーの写真展示を店内で行い、その中でアーシアン会員への入会が2名ありま
した。
広報活動として新しいショップリーフレットとミニカードを作成しました。
・夏以降オーガニックコットンフェアとして、Tシャツなどの品揃えを増やすことで多くの
方にその意義と品質の良さを知ってもらい、売り上げも伸ばしました。
・新しい事業として、生活クラブの千葉カタログ販売を年間6回実施しました。ナイアード
製品の良さと共に生産地情報も伝わるような紙面作りを目指しました。また柏市のふるさ
と納税返礼品登録を行い9件の注文を受けましたが、国からの要請により10月で登録終了
となりました。
・生活クラブ関連の売り上げの1％をアルカイールアカデミー縫製科の支援金として初めて
　寄付することに取り組みました。またシリア難民支援として、引き続きアレッポの石鹸キ
ャンペーンを行った他、店頭募金も行いました。
・関連団体との連携では、生活クラブ風の村流山でのイベントを生活クラブの協力で行うこ
　とができ、アーシアンBOXとしてチョコレートの委託販売につながりました。例年通り柏市、
我孫子市の市民活動イベントに参加した他、3回目となった開智国際大学大学祭への出展
では、多くの学生や大学関係者にフェアトレードへの興味を持ってもらうことができまし
た。
・店舗運営は地域の高齢化などで厳しさが増しており、来店者数を増やす努力を続け定休日
　も週1日に戻しましたが、売り上げは前年を大きく下回りました。また年度途中でスタッ
フの入れ替わりがあり、大きな業務分担はできませんでした。
２）アーシアンちば
・アルカイールアカデミーの縫製工房との商品開発は、7月に工房のリーダーであるサルマ
さんらを招日し、顔の見える関係作りとお互いの目標を確認しました。また、パキスタン
国内での事情について話を聞き、より実情に合った支援と連携について考える機会になり
ました。アルカイールメンバーとの話し合いの中で、商品開発が縫製科の子どもたちにつ
ながっていることが確認できました。（目標として職業訓練所の女生徒たちが将来働く場
として存在する「縫製工房」となること）
・商品開発の第2弾として、手織布を使ったギャルソンエプロンと本校の男子生徒が織った
布を使ったバンダナを商品化、どちらにも職業訓練所の女生徒が制作した花の刺繍のタグ
をつけ、完全オリジナル商品の製品化、販売ができました。
・生活クラブ関連では、千葉カタログでの販売が順調に伸びました。商品を受け取ってから
の問い合わせ等も入るようになり、カタログを通して活動が伝わりつつあります。アレッ
ポの石鹸は生活クラブ関連だけで２，２３４個を販売し、販売の大きな柱になりました。
・センター・デポー展示会への出展は、引き続き行いました。センター来場者数が減りつつ
あること、アーシアン内での人員不足によりデポー出展の回数が少ないことが課題です。
・常設ＢＯＸ（委託販売）を行ってくれる場所が増えました。ＢＯＸはフォローができてい
ない点が課題です。生活クラブ組合員以外の人へのアピールの場として、地域でのイベン
ト参加を行いました。
・外部展示会や学習会に積極的に参加しました。新規取引先を開拓できたと同時に、多くの
団体との交流により知識を深めることができました。アルカイールアカデミーとの協働の
方法について学ぶため、取引先である「ネパリバザーロ」に研修に行きました。
・「給食支援キャンペーン」では４９，０００円と「アレッポの石鹸キャンペーン」では２２，３４０円を寄付できました。
Ⅲ.　啓発・広報事業
多くの人に活動を知らせることを目標におき、事業を進めました。

1） 啓発

・アルカイールとの交流会は多くの参加があり、アルカイールへの支援活動を知らせるこ
とができ、新しいスタッフにとっても学習の機会となりました。

・ラオス報告会は会員の参加が少なかったのが残念でしたが、活発な意見交換の場となり

良い学習会となりました。

・外部イベントへの参加は会員拡大を目標に新しい資料をつくり、活動を伝えました。

・生活クラブのコミュニケーション広場の出前講座は４回とりくみ、多くの組合員
の方に活動を伝えました。

2） 広報

・レターを３回発行しました。活動の内容をわかりやすく、丁寧に伝える工夫をしました。

・コルザは４回とりくみ、活動を知らせるとともに毎回入会案内を掲載するなど会員拡大

にとりくみました。

・ホームページは隔月の更新を行い、古い記事の整理作業にも着手しました。柏ショップ

では引き続きフェイスブックの活用がおこなわれています。

Ⅳ.　組織運営

　事業ミーティング、運営委員会、理事会という運営の流れの中で事業を進めました。

1） 理事会の開催と運営委員会

・昨年度の課題であった理事会の役割を確認しながら運営しました。９月にはＮＰＯ法人の運営に関する資料をもとに会員拡大について討議し１２月に行われた全体ミーティングでも今後の活動に関して積極的な意見交換ができました。

・事業ごとのミーティングも定期的に開催し事業を共同ですすめました。

2） 会員拡大と仲間づくり

・個人会員期首３８４名、期末３６５名（３月末日現在）。加入は７名、退会は２６名
（内４名は２年間以上会費未納のため退会手続きをしました）

退会が年々増加しており会員の年齢層の高いことを鑑みると、今後も会員減少が予想さ
れます。

・理事会で会員拡大をテーマに話し合いをしたり、イベントではアーシアンの意義と活動
を新しい資料を用いて伝えるなど会員拡大につながる工夫もしました。そんな中、柏シ
ョップで昨年度より始めた「入会キャンペーン」で２名の入会がありました。引き続き
会員拡大のための対策が必要です。

・運営を担当する仲間として、スタッフが柏に１名、ちばに１名加入しましたが依然として、人手不足の状態が続いています。

3） その他

・広報、会計、フェアトレードの研修会に参加しました。
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